
 

 

 

 

印 旛 沼 流 域 ⽔ 循 環 健 全 化 会 議 
第 26 回委員会 

⽇時：平成 30 年 3 ⽉ 13 ⽇（⽕）14:00〜17:00 
場所：千葉市⽂化センター セミナー室 

 

次 第 

１． 開 会 
 

２． はじめに 
印旛沼流域⽔循環健全化会議および⾏動連携推進委員会の委員等の変更について 
 

３． 議 事 
（１）今年度の取組状況と今後の取組⽅針 

１) 今年度の取組概要 
２) 9 つの推進テーマの取組状況 

① ⾬⽔の貯留・浸透機能を保全・再⽣します（浸透 WG） 
② 家庭から出る⽔の汚れを減らします（⽣活排⽔ WG） 
③ 環境にやさしい農業を推進します（農業 WG） 
④ 川や沼の⽔環境を改善します 

（⽔質改善技術検討会・⽔質改善⼯法検討 WG・⽔草再⽣ WG） 
⑤ ふるさとの⽣き物をはぐくみます（⽣態系 WG） 
⑥ ⽔害からまちや交通機関を守ります 
⑦ ⽔辺を活かした地域づくりを推進します（⽔と地域のネットワーク WG） 
⑧ 環境学習を活発にします（学び WG） 
⑨ 共感を広げ、多様な主体との連携・協働を推進します 
⑩ その他 
 

３) 今後の取組⽅針 
 

（２）関連の取組について 
１) 地域適応コンソーシアム事業 
２) 印旛沼環境基⾦の取組紹介 
３) 校歌から⾒る印旛沼と地域の関係 

（休憩） 

2018(平成 30)年 3 ⽉ 13 ⽇ 
印旛沼流域⽔循環健全化会議 第 26 回委員会 
配付資料－1 議事次第、規約 
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（３）計画の進捗状況 
１) 計画⽬標の達成状況 
２) 推進テーマにおける取組指標の進捗状況 

 
（４）報告事項 

・ ⽔循環基本法関連 
・ 世界湖沼会議 

 
（５）その他 

・ 第７回印旛沼･流域再⽣⼤賞の募集 
・ WEB サイトの改訂 
・ ⾥沼ウォーキングマップの改訂 
・ ⼤和⽥排⽔機場の春の⼀般開放 
・ 第 7 回印旛沼流域圏交流会 
 

４． 閉 会 
 

 ■配付資料 
  資料 1：議事次第、規約 
  資料 2：本編資料 
  資料 3：第２期⾏動計画概要版 
  資料 4：校歌から⾒る印旛沼と地域の関係 
  資料 5：⼤和⽥機場春の⼀般開放チラシ 
  資料 6：第 21 回印旛沼ウォーク開催案内 
  資料 7：第 7 回印旛沼流域圏交流会チラシ 
  資料 8：ご意⾒記⼊シート 
  資料 9：公益財団法⼈印旛沼環境基⾦パンフレット 
  資料 10：いんば沼とともに－30 年のあゆみー 
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出席者名簿 
属性 ⽒ 名 所  属  ・  職  名 担 当 出席 

委員⻑ ⾍明 功⾂ 東京⼤学 名誉教授 ⽔と地域のネットワー
ク WG ○ 

委員 中村 俊彦 元 県⽴中央博物館 副館⻑   ○ 
  近藤 昭彦 千葉⼤学 教授   ○ 
  本橋 敬之助 公益財団法⼈ 印旛沼環境基⾦ 上席研究員   ○ 
  ⼩倉 久⼦ 元 県 環境研究センター ⽔質環境研究室⻑   ○ 
  千代 慎⼀ 元 県 環境研究センター⻑ ⽣活排⽔ WG ○ 
  仲野 隆三 ⼀般社団法⼈ ＪＣ総研 協同組合研究部 客員研究員 農業 WG ○ 
  ⻑⾕川 雅美 東邦⼤学 教授 ⽣態系 WG ○ 
  古嶋 美⽂ 佐倉市⽴佐倉幼稚園 園⻑ 学び WG ○ 
  植⽥ 彰 国⼟交通省 国⼟技術政策総合研究所 河川研究部 ⽔環境

研究官 
⽔質改善⼯法 

検討 WG ○ 

委員 
（⽔利⽤者） 出⼭ 輝夫 印旛沼漁業協同組合 専務理事   代理 

委員 ⼩島 以久男 佐倉印旛沼ネットワーカーの会 代表幹事   ○ 
（市⺠団体） 横⼭ 清美 環境パートナーシップちば アドバイザー   ○ 

委員 中村 伸也 国⼟交通省 関東地⽅整備局 利根川下流河川事務所⻑   ○ 
（⾏政関係） 中津熊 真幸 農林⽔産省 関東農政局 印旛沼⼆期農業⽔利事業所 調査

設計課⻑   代理 

  岩本 逸郎 独⽴⾏政法⼈ ⽔資源機構 千葉⽤⽔総合管理所⻑   ○ 
  ⽥村 英記 県 総合企画部 ⽔政課 副課⻑   代理 
  ⽣駒 昌弘 県 環境⽣活部 次⻑   ○ 
 今井 忠延 県 農林⽔産部 農林⽔産政策課 副主幹  代理 
  ⼩森 明裕 県 農林⽔産部 ⽔産局 漁業資源課 副課⻑   代理 
  柴⽥ 利雄 県 県⼟整備部 次⻑   ○ 
  保坂 隆 県 県⼟整備部 次⻑   ○ 
  縣 雅明 県 ⽔道局 ⽔道部 次⻑   ○ 
  ⽯井 正⼰ 県 ⽔道局 ⼯業⽤⽔部 次⻑   ○ 

委員 ⽮澤 正浩 千葉市 環境局 環境保全部⻑   ○ 
（⾏政関係） 鈴⽊ 徹 船橋市 建設局 下⽔道部 下⽔道河川計画課 課⻑補佐   代理 

  伊橋 慎哉 成⽥市 ⼟⽊部 ⼟⽊課 主任技師   代理 
  ⾕ 政隆 佐倉市 ⼟⽊部 治⽔課 技師   代理 
  中台 雅博 ⼋千代市 都市整備部 ⼟⽊建設課 主事   代理 
  浦塚 良幸 鎌ケ⾕市 都市建設部 道路河川整備課 副主幹   代理 
  ⽟井 浩之 四街道市 都市部 道路管理課 主査補   代理 
  駒﨑 聡 ⼋街市 経済環境部 環境課 主査   代理 
  林 敏幸 印⻄市 都市建設部 ⼟⽊管理課⻑   代理 
  細⼭ 将太郎 ⽩井市 環境建設部 環境保全・放射線対策班 主事   代理 
  ⼩川 浩昭 栄町 建設課 施設管理班⻑   代理 

オブザーバー ⻘地 絢美 国⼟交通省 ⽔管理・国⼟保全局 河川環境課 係⻑   代理 
  昆 敏之 国⼟交通省 関東地⽅整備局 河川部 地域河川課⻑   ○ 
  ⼤寄 真⼸ 国⽴研究開発法⼈ ⼟⽊研究所 ⽔環境研究グループ 河川⽣

態チーム 研究員   ○ 

  ⾓⽥ 秀樹 県 県⼟整備部 河川整備課 副課⻑   代理 
  中橋 正 県 千葉⼟⽊事務所⻑   ○ 
  村椙 紀雄 県 葛南⼟⽊事務所⻑   ○ 
  根本 嘉⽣ 県 東葛飾⼟⽊事務所⻑   ○ 
  ⼭⼝ 浩 県 印旛⼟⽊事務所⻑   ○ 
  ⼭岸 浩⼀ 県 成⽥⼟⽊事務所⻑   ○ 
  ⻑島 博之 県 北千葉道路建設事務所⻑   ○ 

発表者 室岡 秀樹 公益財団法⼈ 印旛沼環境基⾦ 事務局   ○ 
事務局 渡邉 浩太郎 県 県⼟整備部 河川環境課 課⻑   ○ 

 
 
 

鈴⽊ 宏昌 県 県⼟整備部 河川環境課 企画班⻑   ○ 
根来 良知 県 県⼟整備部 河川環境課 副主幹   ○ 
⾦澤 かおる 県 県⼟整備部 河川環境課 主査   ○ 
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属性 ⽒ 名 所  属  ・  職  名 担 当 出席 
事務局 郡 佑輔 県 県⼟整備部 河川環境課 副主査   ○ 

  多⽥ 武悦 県 県⼟整備部 河川環境課 副主査   ○ 
  ⽯崎 勝⼰ 県 環境⽣活部 ⽔質保全課 課⻑   ○ 
  ⼭縣 晋 県 環境⽣活部 ⽔質保全課 副課⻑   ○ 
  ⻑⾕川 理 県 環境⽣活部 ⽔質保全課 湖沼浄化対策班⻑   ○ 
  岡野 真理恵 県 環境⽣活部 ⽔質保全課 副主査   ○ 
  松⽥ 尚郎 パシフィックコンサルタンツ株式会社   ○ 
  上原 浩 パシフィックコンサルタンツ株式会社   ○ 
  佐⽵ 康孝 パシフィックコンサルタンツ株式会社   ○ 
  東海林 太郎 パシフィックコンサルタンツ株式会社   ○ 
  三重野 あずさ パシフィックコンサルタンツ株式会社   ○ 
  鈴⽊ 正⼦ パシフィックコンサルタンツ株式会社   ○ 
  伊東 樹明 パシフィックコンサルタンツ株式会社   ○ 
  ⼤橋 千⾥ パシフィックコンサルタンツ株式会社   ○ 
  中⽥ 泰輔 ⼋千代エンジニヤリング株式会社   ○ 
  吉⽥ 拓司 ⼋千代エンジニヤリング株式会社   ○ 

 

出席者名簿（印旛沼流域適応策検討推進協議会） 
 ⽒ 名 所 属 ・ 職 名 

代表 ⻄廣 淳 東邦⼤学 准教授 
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中
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彦
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口
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団
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人
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旛
沼
環
境
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金

上
席
研
究
員本

橋

敬
之
助

元

県

環
境
研
究
セ
ン
タ
ー

水
質
環
境
研
究
室
長

小
倉

久
子

元 県 環境研究センター長

千代 慎一

一般社団法人 ＪＣ総研
協同組合研究部 客員研究員

仲野 隆三

東邦大学 教授

長谷川 雅美

佐倉市立佐倉幼稚園 園長

古嶋 美文

国土交通省
国土技術政策総合研究所
河川研究部 水環境研究官

植田 彰
印旛沼漁業協同組合長
（代理）専務理事

出山 輝夫

佐倉印旛沼ネットワーカーの会
代表幹事

小島 以久男

環境パートナーシップちば
アドバイザー

横山 清美

千
葉
大
学

教
授近

藤

昭
彦

《随行者》

国土交通省 関東地方整備局

利根川下流河川事務所長

中村 伸也

農林水産省 関東農政局

印旛沼二期農業水利事務所長

（代理）調査設計課長

中津熊 真幸

独立行政法人 水資源機構

千葉用水総合管理所長

岩本 逸郎

県 総合企画部 次長

（代理）水政課 副課長

田村 英記

県 環境生活部 次長

生駒 昌弘

県 農林水産部 水産局長

（代理）漁業資源課 副課長

小森 明裕

県 県土整備部 次長

柴田 利雄

県 県土整備部 次長

保坂 隆

県 水道局 水道部 次長

縣 雅明

県 水道局 工業用水部 次長

石井 正己

千葉市 環境局 環境保全部長

矢澤 正浩

船橋市 建設局 下水道部長

（代理）下水道河川計画課 課長補佐

鈴木 徹

成田市 土木部長

（代理）土木課 主任技師

伊橋 慎哉

佐倉市 土木部長

（代理）治水課 技師

谷 政隆

八千代市 都市整備部長

（代理）土木建設課 主事

中台 雅博

鎌ケ谷市 都市建設部長

（代理）道路河川整備課 副主幹

浦塚 良幸

四街道市 都市部長

（代理）道路管理課 主査補

玉井 浩之

八街市 経済環境部長

（代理）環境課 主査

駒﨑 聡

印西市 都市建設部長

（代理）土木管理課長

林 敏幸

白井市 環境建設部長（代理）

環境保全・放射線対策班 主事

細山 将太郎

栄町 建設課長

（代理）建設課 施設管理班長

小川 浩昭

国
土
交
通
省

水
管
理
・
国
土
保
全
局

河
川
環
境
課

河
川
環
境
保
全
調
整
官

（
代
理
）
河
川
環
境
課

係
長

青
地

絢
美

国
土
交
通
省

関
東
地
方
整
備
局

河
川
部

地
域
河
川
課
長

昆

敏
之

国
立
研
究
開
発
法
人

土
木
研
究
所

水
環
境
研
究
グ
ル
ー
プ

河
川
生
態
チ
ー
ム

研
究
員

大
寄

真
弓

県

県
土
整
備
部

河
川
整
備
課
長

（
代
理
）
河
川
整
備
課

副
課
長

角
田

秀
樹

県

千
葉
土
木
事
務
所
長

中
橋

正

県

葛
南
土
木
事
務
所
長村

椙

紀
雄

県

東
葛
飾
土
木
事
務
所
長根

本

嘉
生

県

印
旛
土
木
事
務
所
長

山
口

浩

県

成
田
土
木
事
務
所
長山

岸

浩
一

《オブザーバー》

県

北
千
葉
道
路
建
設
事
務
所
長

長
島

博
之

（発表者）

公益財団法人 印旛沼環境基金

事務局

室岡 秀樹

県 環境生活部 水質保全課

副課長

山縣 晋
県 環境生活部 水質保全課

湖沼浄化対策班長

長谷川 理

県 環境生活部 水質保全課

副主査

岡野 真理恵

県 県土整備部 河川環境課

副主査

郡 佑輔
県 県土整備部 河川環境課

副主査

多田 武悦

県 環境生活部 水質保全課

課長

石崎 勝己

《事務局》

県 県土整備部 河川環境課

課長

渡邉 浩太郎

県 県土整備部 河川環境課

企画班長

鈴木 宏昌

県 県土整備部 河川環境課

副主幹

根来 良知

県 県土整備部 河川環境課

主査

金澤 かおる

《事務局》

《傍聴席》

県 農林水産部 次長

（代理）農林水産政策課 副主幹

今井 忠延

印旛沼流域

適応策検討推進協議会 (代表)
東邦大学准教授

西廣 淳
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印旛沼流域⽔循環健全化会議および⾏動連携推進委員会の委員等の変更について（報告） 
 
1．趣旨 

・今年度、役職の異動等に伴い、印旛沼流域⽔循環健全化会議委員会および⾏動連携推進委

員会の委員において変更があった。 

・規約に則り、委員の変更について委員⻑の承諾を得た事項として報告する。 
 

 
 
２．主な変更内容 
 
●岩⾒委員から伊藤委員への名簿の変更 

・岩⾒前委員の異動に伴い、委員会委員、⾏動連携推進委員会委員を伊藤委員に変更 
平成 28 年度 岩⾒ 洋⼀ 

  ↓ 
平成 29 年度 伊藤 弘之（国⽴研究開発法⼈ ⼟⽊研究所 上席研究員） 

 
●泉⽔委員から⻑⾕川委員への名簿の変更 

・組織変更に伴い、委員会委員、⾏動連携推進委員会委員を⻑⾕川委員に変更 
平成 29 年度（途中） 泉⽔ 源衛 

  ↓ 
平成 29 年度（途中） ⻑⾕川 邦彦（印旛沼⼟地改良区 理事⻑） 

 
●松尾委員から植⽥委員への名簿の変更 

・松尾前委員の異動に伴い、委員会委員、⾏動連携推進委員会委員を植⽥委員に変更 
平成 29 年度（途中） 松尾 和⼰ 

  ↓ 
平成 29 年度（途中） 植⽥ 彰 

（国⼟交通省 国⼟技術政策総合研究所 河川研究部 ⽔環境研究官） 

  

印旛沼流域⽔循環健全化会議の規約より⼀部抜粋 
（規約の変更） 

第１２条 この規約は、委員会※において、出席した委員の過半数の同意を得なければ変更すること
ができない。 

２ 別表－１〜２に掲げる委員の変更にあたって、委員⻑の承諾を得た場合は前項の規定によら
ない。 

※⾏動連携推進委員会規約については、⾏動連携推進委員会 
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●太⽥委員を名簿から削除 
・太⽥ 勲委員がご逝去されたため、委員会委員、⾏動連携推進委員会委員、農業ワーキ

ングメンバーの名簿から削除 
 

●学び WG メンバー（モデル校）の名簿の変更 
・モデル校終了に伴い⼋千代市⽴⼤和⽥⼩学校 校⻑、⼋街市⽴⼋街北⼩学校 校⻑をメ

ンバー（モデル校）名簿から削除 
 

●⽔と地域のネットワーク WG メンバーの名簿の変更 
・塚本 昇メンバーがご逝去されたため、⽔と地域のネットワークワーキングメンバーの

名簿から削除 
・千葉市をオブザーバーとして名簿に追加 
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印旛沼流域水循環健全化会議規約

（名称）

第１条 本会議は、印旛沼流域水循環健全化会議（以下「会議」という。）と称する。

（目的）

第２条  会議は、印旛沼・流域の再生に向けて、2010 年 1 月に策定された「印旛沼

流域水循環健全化計画」（以降、計画）に従い、流域関係者の連携・協働のもと

に着実に計画を推進する。

（協議事項）

第３条 この会議は、次の事項について検討・実践する。

（１）「印旛沼方式」に則り、計画で掲げた施策の実行

（２）策定した計画の実行状況や目標の達成状況を常に確認しながら、計画を

進め、必要に応じて計画の点検・見直し

（委員会）

第４条 会議に委員会を設け、その委員は別表－１に掲げる学識者、水利用者、市民

団体、行政等で構成する。

２ 委員会は、必要に応じ、アドバイザーから意見を聴くことができる。

３ 委員（水利用者及び行政関係）は、事故その他やむを得ない理由により出席

できない時は、代理人を出席させることができる。

（行動連携推進委員会）

第５条 委員会の下に行動連携推進委員会を設け、次の事項以外は別に定める。

２ 行動連携推進委員会は、次の事項について検討・実践する。

（１）「現行動計画（案）」のフォローアップ及び「次期行動計画（案）」の検討

（２）より効果的・効率的な取組の推進に関する検討

（３）各取組に関わる情報や課題の共有及びワーキング間の連携に関する調整

（印旛沼水質改善技術検討会）

第６条 委員会の下に印旛沼水質改善技術検討会（以下、「検討会」という。）を設け、

次の事項以外は別に定める。

２ 検討会は、次の事項について検討する。

（１）合理的な水質指標の設定、その指標に基づく水質改善効果の検討

（２）水質形成機構の解明

（３）水道水源としての問題の解決

（４）効率的な改善手法の選定及び事業化に向けた方策の検討

（５）その他検討会において必要と認める事項
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（行政部会）

第７条 委員会の下に行政部会を設け、その部会員は別表－２に掲げる行政等で構成

する。

２ 行政部会は、第３条に定める協議事項について調査・検討を行うとともに、

具体的な施策について調整を図るものとする。

３ 部会員は、事故その他やむを得ない理由により出席できない時は、代理人を

出席させることができる。

（委員会の運営）

第８条 委員会には委員長を置き、学識者（河川）がその職務を行う。

２ 委員長は、委員会を代表し会務を総括する。

３ 委員会は、必要に応じ、委員長が招集する。

（行政部会の運営）

第９条 行政部会には部会長を置き、千葉県水質保全課長をもって充てる。

２ 部会長は、行政部会を代表し会務を総括する。

３ 行政部会は、必要に応じ、部会長が招集する。

（印旛沼・流域再生大賞）

第１０条 印旛沼・流域再生大賞の選考方法については別に定める。

（事務局）

第１１条 本会議の事務局を千葉県県土整備部河川環境課及び環境生活部水質保全

課に置く。

２ 事務局長は千葉県河川環境課長をもって充てる。

（規約の変更）

第１２条 この規約は、委員会において、出席した委員の過半数の同意を得なければ

変更することができない。

２ 別表－１～２に掲げる委員の変更にあたって、委員長の承諾を得た場合は

前項の規定によらない。

（附則）

この規約は、平成１３年１０月１８日から施行する。

この規約は、平成１６年 ４月 １日から運用する。

この規約は、平成１９年 ６月  １日から運用する。

この規約は、平成２２年１０月２７日から運用する。

この規約は、平成２５年 ７月３１日から運用する。

この規約は、平成２８年 ４月 １日から運用する。
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この規約は、平成２９年 ９月 １日から運用する。

この規約は、平成３０年 ２月１４日から運用する。

この規約は、平成３０年 ３月１３日から運用する。
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別表－１ 委員会 委員名簿                 （H30.3.13時点） 

 氏  名 所  属  ・  職  名 

委員長 虫明 功臣 東京大学 名誉教授 

委員 山田 正 中央大学 教授 

（学識者） 中村 俊彦 元 県立中央博物館 副館長 

 原 慶太郎 東京情報大学 教授 

 飯田 俊彰 東京大学大学院 准教授 

 近藤 昭彦 千葉大学 教授 

 伊藤 弘之 国立研究開発法人 土木研究所 上席研究員 

 本橋 敬之助 公益財団法人 印旛沼環境基金 上席研究員 

 小倉 久子 元 県 環境研究センター 水質環境研究室長 

 二瓶 泰雄 東京理科大学 教授 

 千代 慎一 元 県 環境研究センター長 

 仲野 隆三 一般社団法人 ＪＣ総研 協同組合研究部 客員研究員 

 長谷川 雅美 東邦大学 教授 

 古嶋 美文 佐倉市立佐倉幼稚園 園長 

 高村 典子 元 独立行政法人 国立環境研究所 生物・生態系環境研究センター長 

 植田 彰 国土交通省 国土技術政策総合研究所 河川研究部 水環境研究官 

委員 長谷川 邦彦 印旛沼土地改良区 理事長 

（水利用者） 小川 佳男 印旛沼漁業協同組合長 

委員 太田 勲 ＮＰＯ法人 印旛沼広域環境研究会 理事長 

（市民団体） 小島 以久男 佐倉印旛沼ネットワーカーの会 代表幹事 

 金親 博榮 谷当グリーンクラブ 代表 

 横山 清美 環境パートナーシップちば アドバイザー 

委員 国土交通省 関東地方整備局 利根川下流河川事務所長 

（行政関係） 農林水産省 関東農政局 印旛沼二期農業水利事業所長 

 独立行政法人 水資源機構 千葉用水総合管理所長 

 県 総合企画部 次長 

 県 環境生活部 次長 

 県 農林水産部 次長 

 県 農林水産部 水産局長 

 県 県土整備部 次長 

 県 県土整備部 次長 

 県 水道局 水道部 次長 

 県 水道局 工業用水部 次長 

 県 教育庁 教育振興部 次長 

 千葉市 環境局 環境保全部長 

 船橋市 建設局 下水道部長 

 成田市 土木部長 

 佐倉市 土木部長 

 八千代市 都市整備部長 

 鎌ケ谷市 都市建設部長 

 四街道市 都市部長 

 八街市 経済環境部長 

 印西市 都市建設部長 

 白井市 環境建設部長 

 富里市 都市建設部長 

 酒々井町 まちづくり課長 

 栄町 建設課長 

 長門川水道企業団 水道課 課長 
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 氏  名 所  属  ・  職  名 

オブザーバー 国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課 河川環境保全調整官 

 

国土交通省 関東地方整備局 河川部 河川環境課長 

国土交通省 関東地方整備局 河川部 地域河川課長 

県 県土整備部 河川整備課長 

県 千葉土木事務所長 

県 葛南土木事務所長 

県 東葛飾土木事務所長 

県 印旛土木事務所長 

県 成田土木事務所長 

県 北千葉道路建設事務所長 
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別表－２ 行政部会 部会員名簿               （H28.4.1時点） 

 所 属 ・ 職 名 

部会長 県 環境生活部 水質保全課長 

部会員 

 

国土交通省 関東地方整備局 利根川下流河川事務所副所長 

農林水産省 関東農政局 印旛沼二期農業水利事業所 調査設計課長 

独立行政法人 水資源機構 千葉用水総合管理所 管理課長 

県 総合企画部 政策企画課長 

県 総合企画部 水政課長 

県 環境生活部 自然保護課長 

県 環境生活部 循環型社会推進課長 

県 環境生活部 県民生活・文化課長 

県 農林水産部 農林水産政策課長 

県 農林水産部 安全農業推進課長 

県 農林水産部 耕地課長 

県 農林水産部 農地・農村振興課長 

県 農林水産部 畜産課長 

県 農林水産部 水産局 漁業資源課長 

県 県土整備部 道路整備課長 

県 県土整備部 道路環境課長 

県 県土整備部 河川整備課長 

県 県土整備部 河川環境課長 

県 県土整備部 都市整備局 下水道課長 

県 県土整備部 都市整備局 建築指導課長 

県 水道局 水道部 計画課長 

県 水道局 水道部 浄水課長 

県 水道局 工業用水部 施設設備課長 

県 教育庁 教育振興部 指導課長 

県 環境研究センター長 

県 千葉農業事務所長 

県 東葛飾農業事務所長 

県 印旛農業事務所長 

県 水産総合研究センター 内水面水産研究所長 

県 千葉土木事務所長 

県 葛南土木事務所長 

県 東葛飾土木事務所長 

県 印旛土木事務所長 

県 成田土木事務所長 

県 北千葉道路建設事務所長 

県 教育庁北総教育事務所長 

千葉市 

船橋市 

成田市 

佐倉市 

八千代市 

鎌ケ谷市 

四街道市 

八街市 

印西市 

白井市 

富里市 

酒々井町 

栄町 

長門川水道企業団 水道課 課長 
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行動連携推進委員会規約 
 
（名称） 
第１条 本委員会は、行動連携推進委員会（以下「連携委員会」という）と称する。 
 
（目的） 
第２条 「緊急行動計画」及び現「行動計画（案）」における取組の効果や蓄積された

知見を整理し、関係機関による個別の取組の推進を図るとともに、次期「行動

計画（案）」の策定に向けて、健全化全体を俯瞰し、関連する取組の連携を推進

する。 
 
（検討事項） 
第３条 この検討会は、次の事項について検討する。 

（１）「現行動計画（案）」のフォローアップ及び「次期行動計画（案）」の検討 
（２）より効果的・効率的な取組の推進に関する検討 
（３）各取組に関わる情報や課題の共有及びワーキング間の連携に関する調整 

 
（連携委員会） 
第４条 連携委員会は、別表－１に掲げる印旛沼流域水循環健全化会議委員会（以下

「委員会」という）委員（行政関係除く）で構成する。 
２ 連携委員会は、必要に応じ、アドバイザーから意見を聴くことができる。 
３ 委員（水利用者）は、事故その他やむを得ない理由により出席できない時は、

代理人を出席させることができる。 
 

（ワーキング等） 
第５条 連携委員会の下に、８つのワーキングおよびデータセンター、環境体験フェ

ア検討委員会を設ける。 
２ 各ワーキング及び環境体験フェア検討委員会のメンバー等は別表－２から

別表－８に掲げる学識者、行政等で構成する。 
３ 各ワーキング等は、次の事項について検討・実践する。 

（１）市町連携ワーキングは、流域市町が主体となった「みためし行動」及

び流域全域への展開を推進する。 
（２）浸透ワーキングは、雨水浸透対策及び市街地面源負荷削減対策を推進

する。 
（３）生活排水ワーキングは、生活排水対策を推進する。 
（４）農業ワーキングは、環境にやさしい農業を推進する。 
（５）水と地域のネットワークワーキングは、印旛沼流域における各主体の

連携による印旛沼及びその周辺利用を活性化させる地域的な仕組み

である「水と地域のネットワーク」の形成を推進する。 
（６）生態系ワーキングは、流域生態系の保全・再生を推進する。 
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（７）学びワーキングは、印旛沼環境学習を推進する。 
（８）市民活動・企業連携ワーキングは、市民・企業の自主的な行動及び連

携を推進する。 
（９）データセンターは、各取組により得られたデータを集約・共有し、各

取組に活用できるよう情報発信する。 
（１０）環境体験フェア検討委員会は、イベントを通じて印旛沼の取組を広

く情報発信する。 
 
（連携委員会の運営） 
第６条 連携委員会には委員長を置き、学識者がその職務を行う。 
  ２ 委員長は、連携委員会を代表し会務を総括する。  

３ 連携委員会は、委員長が必要に応じて招集する。 
 
（ワーキングの運営） 
第７条 ワーキングには座長を置き、学識者がその職務を行う。  

２ 座長は、ワーキング等を代表し会務を総括する。 
３ ワーキング等は、必要に応じ、座長が招集する。 

 
（規約の変更） 
第８条 この規約は、連携委員会において、出席した委員の過半数の同意を得なけれ

ば変更することができない。 
２ 別表－１～８に掲げる委員等の変更にあたって、委員長の承諾を得た場合は

前項の規定によらない。 
 
（附則） 

この規約は、平成２５年 ７月３１日から施行する。 
この規約は、平成２５年１１月１４日から施行する。 
この規約は、平成２８年 ４月 １日から運用する。 
この規約は、平成２８年 ８月３０日から運用する。 
この規約は、平成２８年１０月１１日から運用する。 
この規約は、平成２９年 ２月２４日から運用する。 
この規約は、平成２９年 ９月 １日から運用する。 

   この規約は、平成３０年 ２月１４日から運用する。 
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別表－1 行動連携推進委員会 委員名簿           （H30.2.14時点） 

 氏 名 所 属 ・ 氏 名 

委員長 虫明 功臣 東京大学 名誉教授 

委員 

（学識者） 

山田 正 中央大学 教授 

中村 俊彦 元 県立中央博物館 副館長 

原 慶太郎 東京情報大学 教授 

飯田 俊彰 東京大学大学院 准教授 

近藤 昭彦 千葉大学 教授 

伊藤 弘之 国立研究開発法人 土木研究所 上席研究員 

本橋 敬之助 公益財団法人 印旛沼環境基金 上席研究員 

小倉 久子 元 県 環境研究センター 水質環境研究室長 

二瓶 泰雄 東京理科大学 教授 

千代 慎一 元 県 環境研究センター長 

仲野 隆三 一般社団法人 ＪＣ総研 協同組合研究部 客員研究員 

長谷川 雅美 東邦大学 教授 

古嶋 美文 佐倉市立佐倉幼稚園 園長 

高村 典子 元 独立行政法人 国立環境研究所 生物・生態系環境研究センター長 

植田 彰 国土交通省 国土技術政策総合研究所 河川研究部 水環境研究官 

委員 

（水利用者） 

長谷川 邦彦 印旛沼土地改良区 理事長 

小川 佳男 印旛沼漁業協同組合長 

委員 

（市民団体） 

太田 勲 ＮＰＯ法人 印旛沼広域環境研究会 理事長 

小島 以久男 佐倉印旛沼ネットワーカーの会 代表幹事 

金親 博榮 谷当グリーンクラブ 代表 

横山 清美 環境パートナーシップちば アドバイザー 

 
別表－２ 浸透ワーキング メンバー名簿          （H29.2.24時点） 

 氏 名 所 属 ・ 氏 名 

座長 二瓶 泰雄 東京理科大学 教授 

メンバー 

（学識者） 

宮澤 博 環境地水技術研究会 理事長 

小倉 久子 元 県 環境研究センター 水質環境研究室長 

メンバー 

（行政関係） 

県 千葉土木事務所 

県 葛南土木事務所 

県 東葛飾土木事務所 

県 印旛土木事務所 

県 環境研究センター 水質環境研究室 

船橋市 

佐倉市 

八千代市 

鎌ケ谷市 

四街道市 

事務局 県 県土整備部 河川環境課 

県 環境生活部 水質保全課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

－16－



 10 

別表－３ 生活排水ワーキング メンバー名簿         （H29.2.24 時点） 

 氏 名 所 属 ・ 職 名 

座長 千代 慎一 元 県 環境研究センター長 

メンバー 

（学識者） 

小倉 久子 元 県 環境研究センター 水質環境研究室長 

藤村 葉子 元 県 環境研究センター 水質環境研究室長 

メンバー 

（行政関係） 

県 農林水産部 農地・農村振興課 

県 県土整備部 都市整備局 下水道課 

県 環境生活部 水質保全課（浄化槽班） 

県 環境研究センター 水質環境研究室 

事務局 県 環境生活部 水質保全課 

県 県土整備部 河川環境課 

 
別表－４ 農業ワーキング メンバー名簿           （H29.9.1時点） 

 氏 名 所 属 ・ 職 名 

座長 仲野 隆三 一般社団法人 ＪＣ総研 協同組合研究部 客員研究員 

メンバー 

（学識者） 

金親 博榮 谷当グリーンクラブ 代表 

相川 康行 ＪＡ富里市 営農指導係長 

 太田 勲 ＮＰＯ法人 印旛沼広域環境研究会 理事長 

メンバー 

（行政関係） 

県 千葉農業事務所 

県 東葛飾農業事務所 

県 印旛農業事務所 

県 農林総合研究センター 

県 農林水産部 安全農業推進課 

県 農林水産部 農林水産政策課 

県 農林水産部 生産振興課 

県 農林水産部 流通販売課 

県 農林水産部 担い手支援課 

事務局 県 県土整備部 河川環境課 

県 環境生活部 水質保全課 

 
別表－５ 生態系ワーキング メンバー名簿          （H29.2.24 時点） 

 氏 名 所 属 ・ 職 名 

座長 長谷川 雅美 東邦大学 教授 

メンバー 

（学識者） 

林 紀男 県立中央博物館 主任上席研究員 

横林 庸介 県立中央博物館 共同研究員 

尾崎 清明 公益財団法人 山階鳥類研究所 副所長 

阿部 聖哉 一般財団法人 電力中央研究所 主任研究員 

県 生物多様性センター 

オブザーバー 国土交通省 関東地方整備局 河川部 河川環境課 

県 農林水産部 農地・農村振興課 

県 水産総合研究センター 内水面水産研究所 

県 印旛土木事務所 

県 成田土木事務所 

事務局 県 県土整備部 河川環境課 

県 環境生活部 水質保全課 
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別表－６ 学びワーキング メンバー名簿           （H29.7.26 時点） 

 氏 名 所 属 ・ 職 名 

座長 古嶋 美文 佐倉市立佐倉幼稚園 園長 

メンバー 

（学識者） 

綿貫 沢 元 印西市立いには野小学校 校長 

内田 儀久 佐倉市まちづくり顧問 

桑波田 和子 ＮＰＯ法人 八千代オイコス 理事 

小倉 久子 元 県 環境研究センター 水質環境研究室長 

メンバー 

（行政関係） 

公益財団法人 印旛沼環境基金 

県 環境研究センター 水質環境研究室 

県 教育庁 北総教育事務所 

メンバー 

（モデル校） 

八千代市立大和田小学校 校長 

八街市立八街北小学校 校長 

印西市立船穂小学校 校長 

オブザーバー 印旛地区教育研究会 環境教育研究部 部長 

事務局 県 環境生活部 水質保全課 

県 県土整備部 河川環境課 

 

別表－７ 水と地域のネットワークワーキング メンバー名簿  （H30.2.14 時点） 

 氏 名 所 属 ・ 職 名 

座長 虫明 功臣 東京大学 名誉教授 

メンバー 

（学識者） 

古川 巌水 水の回廊社会実験 代表 

塚本  昇 ＮＰＯ法人 小貝川プロジェクト 21 常務理事 

平川 雄幸 公益社団法人 佐倉市観光協会 専務理事 

五十嵐藤夫 元 印旛村役場 総務課長 

新谷 義男 印旛沼探検隊 代表 

杉本 勉 元 佐倉市立臼井小学校 校長 

メンバー 

（行政関係） 

国土交通省 関東地方整備局 利根川下流河川事務所計画課長 

農林水産省 関東農政局 印旛沼二期農業水利事業所調査設計課長 

独立行政法人 水資源機構 千葉用水総合管理所管理課長 

成田市 企画政策部 企画政策課長 

佐倉市 企画政策部 理事 

佐倉市 企画政策部 企画政策課長 

八千代市 総務企画部 総合企画課長 

印西市 企画財政部 企画政策課長 

酒々井町 企画財政課長 

栄町 企画政策課長 

県 総合企画部 地域交流推進専門監 

県 県土整備部 道路整備課長 

県 県土整備部 道路環境課長 

県 県土整備部 河川整備課長 

県 県土整備部 河川環境課長 

県 印旛地域振興事務所長 

県 千葉土木事務所長 

県 印旛土木事務所長 

県 成田土木事務所長 

オブザーバー 国土交通省 関東地方整備局 河川部 河川環境課長 

国土交通省 関東地方整備局 河川部 地域河川課長 

千葉市 総合政策局 総合政策部 政策調整課長 

事務局 県 県土整備部 河川環境課 

県 環境生活部 水質保全課 
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別表－８ 環境体験フェア検討委員会 メンバー名簿     （H29.2.24時点） 

 氏 名 所 属 ・ 職 名 

座長 近藤 昭彦 千葉大学 教授 

メンバー 

（学識者） 

本橋 敬之助 公益財団法人 印旛沼環境基金 上席研究員 

小倉 久子 元 県 環境研究センター 水質環境研究室長 

メンバー 

（市民団体） 

髙橋 修 印旛沼流域環境・体験フェア 市民企画部会長 

岡本 隆 印旛沼土地改良区 理事 

道端 園枝 NPOせっけんの街 副理事長 

草野 孝江 NPO富里のホタル 代表 

大場 博子 印旛沼探検隊 事務局長 

事務局 県 県土整備部 河川環境課 

県 環境生活部 水質保全課 
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印旛沼水質改善技術検討会規約 
 
（名称） 
第１条 本検討会は、印旛沼水質改善技術検討会（以下「検討会」という）と称する。 
 
（目的） 
第２条 印旛沼は、全国湖沼の中でも水質ワースト上位であり、利水障害などの問題

を抱えているとともに、汚濁負荷の流出が利根川にも影響を与えており、汚濁

負荷の削減が求められている。そこで、印旛沼を対象として、沼内の水質形成

機構を解明した上で、水質改善を進めるための効率的な事業・施策を選定し、

具体的に事業を進めることを検討の目的とする。 
 
（検討事項） 
第３条 この検討会は、次の事項について検討する。 

（１）合理的な水質指標を定め、その指標に基づき水質改善効果の検討を行う。 
（２）水質形成機構を解明する。 
（３）水道水源としての問題解決を図る。 
（４）効率的な改善手法を選定し事業化に向けた方策を検討する。 
（５）その他検討会において必要と認める事項。 

 

（検討会） 
第４条 検討会は、別表－１に掲げる学識者、水利用者、行政等で構成する。 

２ 検討会は、必要に応じ、アドバイザーから意見を聴くことができる。 
３ 委員（行政関係）は、事故その他やむを得ない理由により出席できない時は、

代理人を出席させることができる。 
 

（ワーキング） 
第５条 検討会の下に、水草再生ワーキングおよび水質改善工法検討ワーキングを設

け、各ワーキングのメンバーは別表－２および別表－３に掲げる検討会委員及

び学識者、行政等で構成する。 
２ 各ワーキングは、次の事項について検討・実践する。 
（１）水草再生ワーキングは、沈水植物群落の再生等に関する技術的検討を行う。 
（２）水質改善工法検討ワーキングは、印旛沼の効果的・効率的な水質改善手法

に関する技術的検討を行う。 
 
（検討会の運営） 
第６条 検討会には座長を置き、学識経験者がその職務を行う。  
  ２ 座長は、検討会を代表し会務を総括する。  

３ 検討会は、必要に応じ、座長が招集する。 
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（ワーキングの運営） 
第７条 ワーキングには座長を置き、学識経験者がその職務を行う。  
  ２ 座長は、ワーキングを代表し会務を総括する。  

３ ワーキングは、必要に応じ、委員長が招集する。 
 
（規約の変更） 
第８条 この規約は、検討会において、出席した委員の過半数の同意を得なければ変

更することができない。 
２ 別表－１～３に掲げる委員等の変更にあたって、委員長の承諾を得た場合

は前項の規定によらない。 
 
（附則） 

この規約は、平成１５年 １月１７日から施行する。 
この規約は、平成１６年 ４月 １日から運用する。 
この規約は、平成２５年 ４月 １日から運用する。 
この規約は、平成２５年 ７月３１日から運用する。 
この規約は、平成２８年 ４月 １日から運用する。 
この規約は、平成２９年 ７月１４日から運用する。 
この規約は、平成３０年 ２月２２日から運用する。 
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別表－１ 印旛沼水質改善技術検討会 委員名簿        （H30.2.22 時点） 

 氏 名 所 属 ・ 役 職 

委員長 虫明 功臣  東京大学 名誉教授 

委員 

（学識者） 

山田 正 中央大学 教授 

国包 章一 元 静岡県立大学 教授 

高村 典子 元 独立行政法人 国立環境研究所 生物・生態系環境研究センター長 

植田 彰 国土交通省 国土技術政策総合研究所 河川研究部 水環境研究官 

西村 宗倫 国土交通省 国土技術政策総合研究所 河川研究部 水循環研究室 主任研究官 

山本 晃一 公益財団法人 河川財団 研究フェロー 

本橋 敬之助 公益財団法人 印旛沼環境基金 上席研究員 

中村 俊彦 元 県立中央博物館 副館長 

原 慶太郎 東京情報大学 教授 

委員 

（行政） 

国土交通省 関東地方整備局 利根川下流河川事務所長 

独立行政法人 水資源機構 総合技術センター マネージャー 

独立行政法人 水資源機構 千葉用水総合管理所長 

長門川水道企業団 水道課長 

県 県土整備部 河川環境課長 

県 環境生活部 水質保全課長 

県 環境研究センター長 

県 水道局 水道部 次長 

県 水道局 水道部 浄水課長 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 

国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課 河川環境保全調整官 

国土交通省 関東地方整備局 河川部 河川環境課長  

国土交通省 関東地方整備局 河川部 地域河川課長 

県 印旛土木事務所長 

県 成田土木事務所長 
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別表－２ 水草再生ワーキング メンバー名簿         （H29.7.14 時点） 

 氏 名 所 属 ・ 役 職 

座長 高村 典子 元 独立行政法人 国立環境研究所 生物・生態系環境研究センター長 

メンバー 

（学識者） 

虫明 功臣 東京大学 名誉教授 

植田 彰 国土交通省 国土技術政策総合研究所 河川研究部 水環境研究官 

永田 尚志 新潟大学研究推進機構超域学術院 朱鷺・自然再生学研究センター 教授 

西廣 淳 東邦大学 准教授 

山本 晃一 公益財団法人 河川財団 研究フェロー 

戸谷 英雄 公益財団法人 河川財団 研究フェロー 

平田 淳一 県 水産総合研究センター 内水面水産研究所 主任上席研究員 

林 紀男 県立中央博物館 主任上席研究員 

本橋 敬之助 公益財団法人 印旛沼環境基金 上席研究員 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 

小倉 久子 元 県 環境研究センター 水質環境研究室長 

大寄 真弓 国立研究開発法人 土木研究所 水環境研究グループ 河川生態チーム 研究員 

県 環境研究センター 水質環境研究室 

県 印旛土木事務所 

県 成田土木事務所 

 

別表－３ 水質改善工法検討ワーキング メンバー名簿     （H29.7.14 時点） 

 氏 名 所 属 ・ 役 職 

座長 植田 彰 国土交通省 国土技術政策総合研究所 河川研究部 水環境研究官 

メンバー 

（学識者） 

虫明 功臣 東京大学 名誉教授 

高村 典子 元 独立行政法人 国立環境研究所 生物・生態系環境研究センター長 

西村 宗倫 国土交通省 国土技術政策総合研究所 河川研究部 水循環研究室 主任研究官  

山本 晃一 公益財団法人 河川財団 研究フェロー 

小倉 久子 元 県 環境研究センター 水質環境研究室長 

メンバー 

（行政） 

国土交通省 関東地方整備局 利根川下流河川事務所長 

独立行政法人 水資源機構 千葉用水総合管理所 管理課長 

長門川水道企業団 管理係 主査補 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 

県 環境研究センター 水質環境研究室 

県 印旛土木事務所 

県 成田土木事務所 

 

－23－


	印旛沼流域水循環健全化会議の規約より一部抜粋
	（規約の変更）
	第１２条　この規約は、委員会※において、出席した委員の過半数の同意を得なければ変更することができない。
	２　別表－１～２に掲げる委員の変更にあたって、委員長の承諾を得た場合は前項の規定によらない。
	※行動連携推進委員会規約については、行動連携推進委員会
	健全化会議規約
	（名称）
	第５条　委員会の下に行動連携推進委員会を設け、次の事項以外は別に定める。
	２　行動連携推進委員会は、次の事項について検討・実践する。
	（１）「現行動計画（案）」のフォローアップ及び「次期行動計画（案）」の検討
	（２）より効果的・効率的な取組の推進に関する検討
	（３）各取組に関わる情報や課題の共有及びワーキング間の連携に関する調整
	（印旛沼水質改善技術検討会）
	（行政部会）
	第７条　委員会の下に行政部会を設け、その部会員は別表－２に掲げる行政等で構成する。
	（委員会の運営）
	第１０条　印旛沼・流域再生大賞の選考方法については別に定める。
	（事務局）
	（規約の変更）
	第１２条　この規約は、委員会において、出席した委員の過半数の同意を得なければ変更することができない。
	２　別表－１～２に掲げる委員の変更にあたって、委員長の承諾を得た場合は前項の規定によらない。
	（附則）
	（名称）
	（目的）
	（検討事項）
	（２）より効果的・効率的な取組の推進に関する検討
	（３）各取組に関わる情報や課題の共有及びワーキング間の連携に関する調整
	（連携委員会）
	（ワーキング等）
	（１）市町連携ワーキングは、流域市町が主体となった「みためし行動」及び流域全域への展開を推進する。
	（２）浸透ワーキングは、雨水浸透対策及び市街地面源負荷削減対策を推進する。
	（３）生活排水ワーキングは、生活排水対策を推進する。
	（４）農業ワーキングは、環境にやさしい農業を推進する。
	（５）水と地域のネットワークワーキングは、印旛沼流域における各主体の連携による印旛沼及びその周辺利用を活性化させる地域的な仕組みである「水と地域のネットワーク」の形成を推進する。
	（６）生態系ワーキングは、流域生態系の保全・再生を推進する。
	（７）学びワーキングは、印旛沼環境学習を推進する。
	（８）市民活動・企業連携ワーキングは、市民・企業の自主的な行動及び連携を推進する。
	（９）データセンターは、各取組により得られたデータを集約・共有し、各取組に活用できるよう情報発信する。
	（１０）環境体験フェア検討委員会は、イベントを通じて印旛沼の取組を広く情報発信する。
	（連携委員会の運営）
	（ワーキングの運営）
	（規約の変更）
	第８条　この規約は、連携委員会において、出席した委員の過半数の同意を得なければ変更することができない。
	２　別表－１～８に掲げる委員等の変更にあたって、委員長の承諾を得た場合は前項の規定によらない。
	（名称）
	（目的）
	（検討事項）
	（検討会）
	（ワーキング）
	（検討会の運営）
	（ワーキングの運営）
	（規約の変更）
	第８条　この規約は、検討会において、出席した委員の過半数の同意を得なければ変更することができない。
	２　別表－１～３に掲げる委員等の変更にあたって、委員長の承諾を得た場合は前項の規定によらない。




